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重点目標「一歩ふみだす子」よりよく考え、主体的に行動する

令和５年度の和田岡小学校教育がスタートしました

４月７日。たくさんのご来賓、そして、保護者の皆様が見守る中、令和５年度入学

式を挙行いたしました。２４人の無垢な新入生に加え、午後の始業式では７人の転入

生を迎え、全校児童数も１６０人となりました。また今年度は青空２組が新設された

ことにより、クラス数も８学級に増え、賑やかなスタートとなりました。あらためて

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。そして、２年生から６年生の皆さん、

ご進級おめでとうございます。

さて、右下の図をご覧ください。これは今年度、教務主任が各教室の前面に貼るた

めに作ってくれた重点目標の掲示です。ここに書かれたとおり、今年度の和田岡小学

校の重点目標は「一歩ふみだす子」です。子どもたちが将来、生きていく時代は、変

化の激しい、予測困難な時代になると言われています。そんな未来社会をたくましく

生き抜いていくためには、様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して問題を解

決したり、新しい価値を生み出したりする人になっていかなければなりません。その

ために初等教育の段階においては、「よりよく考え、主体的に行動する」力と、基礎・

基本となる学力を身につけさせていきたいと考えております。そんな想いを重点目標

には込めています。

次に背景に描かれた「ひまわり」の花についてご説明します。昨年度、本校は本市

出身の橋爪純画伯から絵画「ひまわり」の寄贈を受けました。これは、和田岡小学校

教育の土台に人権教育を据えたいという私のたっての願いを受けてのものでした。ひ

まわりは人権を象徴する花だからです。そして、そのとき、私は学校便りやホームペ

ージを通じてこのような発信をしました。「和田岡小学校は児童、保護者、地域の皆様、

そして、本校職員。関わるすべての人の人権を尊重し大切に守っていきます。そして、

児童ひとりひとりの個性が、ひまわりの花のように輝く学校を創造します。」これが「ひ

まわり宣言」。本校教育の中心理念です。今年度は私のこの宣言を受け、学級開きの際

に、学級担任全員が「学級のひまわり宣言」をしてくれました。６年担任は児童に向

けて「皆さんの心や身体を大事

に守っていきます。」と宣言し、

その後「皆さんも自分自身や友

達を傷つけないようにしよう。」

と伝えました。ひまわりは本年

度も本校のシンボルです。

最後になりますが、今年度も

学校、保護者、地域が一体とな

って、地域の宝である子どもた

ちをまっすぐに育てて参りたい

と思います。どうぞ、和田岡小

学校教育へのご理解、ご支援を

よろしくお願いいたします。
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